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広
報
紙
の
発
刊
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
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本
組
合
も
埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
と
し
て
新
た

に
発
足
し
、
十
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
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こ
の
間
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
消

防
・
防
災
体
制
の
充
実
、
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
消
防
行
政
に
対
す
る
需
要
は
、
ま
す
ま
す

多
様
化
、
広
域
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。�

�

し
か
し
、
何
よ
り
も
住
民
の
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
の

火
災
予
防
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
心
構
え
が
一
番
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�

ま
た
、
県
央
み
ず
ほ
斎
場
に
つ
き
ま
し
て
も
業
務

開
始
以
来
七
年
が
経
過
し
、
住
民
の
皆
様
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
常
に
荘
厳
で
格
調
高
い
品
位
の
も
と
、

人
生
の
終
焉
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
運
営
を
心

が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

�

こ
の
広
報
紙
は
、
住
民
の
皆
様
に
消
防
行
政
・
斎

場
行
政
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。�

�

今
後
と
も
各
種
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
ま
た
、
斎
場
の
円
滑
な
運
営
に
向
け
、
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
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埼玉県央広域消防本部（鴻巣消防署）�

埼玉県央広域事務組合�

 平成17年９月３日(土)に第26回八都県市合同防災訓練(埼玉県会場)が鴻巣市役所を中心
に開催されました。訓練には、市民、各種団体、警察、自衛隊、消防など5,750名が参加
し被災者の救出、救護訓練など実践的な訓練が実施されました。�
�水害訓練(上部写真)においては、県警と消防隊員らによる家屋と水没車両からの救出が
本番さながらに行われました。�

年� 月�2005 12

2Vol. 

八都県市合同防災訓練（埼玉県会場）�八都県市合同防災訓練（埼玉県会場）�

 
埼玉県央広域事務組合

2013年12月
18Vol. 

　９月14日にヘイ・ワールド北本店駐車場で「消防・救急フェア」を開催しました。この「消防・救急
フェア」は、消防職員と住民の皆さんが交流することで、消防や救急に関する知識を高めていただくため
に開催するものです。会場では、火災予防、応急手当、消火器体験、消防車両展示等のコーナーが設けら
れ、多くの皆さんに参加いただきました。
　来年も９月から11月にかけて、鴻巣市、桶川市及び北本市で開催を予定しておりますので、来年もお待
ちしております。

消防・救急フェア実施、そして来年も…。消防・救急フェア実施、そして来年も…。

消火器コーナー

消防車両展示コーナー

消防・救急フェア受付

救急コーナー

埼玉県央広域事務組合（組合市　鴻巣市・桶川市・北本市）

2018年6月
27Vol. 

　平成30年4月現在、埼玉県央広域消防本部では15名の女性消防職員が勤務して
おり「火災現場等の災害に出動する警防業務」「救急車に搭乗し傷病者に適切な
処置を行い医療機関へ搬送する救急業務」「職員の総務や人事に関する総務業務」
「119番通報を受け出動指令を行う通信業務」など多方面で活躍しています。
　住民サービス向上などの観点から、消防業務における女性の更なる活躍が期待
されており、当消防本部においても女性消防職員の活躍を推進しています。

女性消防職員
活躍中

平成30年度全国統一防火標語

忘れてない？　サイフにスマホに火の確認

埼玉県央広域事務組合（組合市　鴻巣市・桶川市・北本市）

2018年12月
28Vol. 

平成30年度全国統一防火標語

忘れてない？　サイフにスマホに火の確認

　市民の皆様に消防をより身近に感じ、消防行政への理解を深めてもらうとともに、火災予防の普及啓発
を図るため、₉月₈日に北本市のヘイ・ワールド店舗敷地内で「消防・救急フェア」を開催しました。
　会場では、火災予防、応急手当、消火器体験、消防車両展示等のコーナーに多くの皆様のご参加をいた
だき、小さなお子様にも楽しみながら災害への備えの大切さを学んでもらうことができました。

消防・救急フェアを開催

平成30年度埼玉県特別機動援助隊（埼玉S
ス マ ー ト

MART）合同訓練
（平成31年２月７日（木） 鴻巣市 上谷総合公園）

　熊谷市で行われるラクビーワールドカップ、2020
年に開催される東京オリンピック・パラリンピック
を見据え、２月７日、鴻巣市上谷総合公園内のフ
ラワースタジアムにおいて、爆発事故が発生しス
ポーツ観戦者に多数の負傷者が発生したことを想
定した訓練を実施しました。
　この訓練により、埼玉S

スマート

MART（埼玉県特別機動
援助隊）を構成する県内11消防機関の機動救助隊、
県内18医療機関の埼玉D

ディーマット

MAT（災害派遣医療チー
ム)、埼玉県防災航空隊、近隣消防本部及び鴻巣
警察署と連携強化を図ることができました。

県央だより広
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2019.6

全国統一防火標語

ひとつずつ
いいね！で確認
火の用心

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページはこちら
（https://www.ken-o.or.jp/）

T
ツイッター

witterはこちら
（アカウント ＠SAITAMA_KENO）

救助・救急演習

　化学物質の拡散により多数の傷病者が発生した
ことを想定した特殊災害対応訓練を実施しました。
　陽圧式化学防護服を着装した隊員が傷病者の救
出や化学物質の特定を行うなど、実践的な訓練とな
りました。
※ 陽圧式化学防護服とは、服内の気圧を高めるこ
とで、汚染された外気の侵入を防ぐことができる防
護服です。原因物質が不明な場合などに着装し、最
も高いレベルで隊員の身体を守ることができます。

県央だより広
報
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全国統一防火標語

その火事を
防ぐあなたに
金メダル

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

T
ツイッター

witter

https://www.
ken-o.or.jp/
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全国統一防火標語

その火事を
防ぐあなたに
金メダル

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

T
ツイッター

witter

https://www.
ken-o.or.jp/

助けたい想いがある

　埼玉県央広域消防本部では、昨年から行っていた北本消防署（北本市緑三丁目３９６番地）の大規模改修工事が令和
₃年₃月２４日に完了しました。工事期間中は、ご迷惑やご不便をおかけしましたことを改めてお詫び申し上げます。
近隣の皆様をはじめ、多くの方々にご理解・ご協力いただき誠にありがとうございました。
　今回の工事では、外壁改修工事だけでなく、女性仮眠室の新設や職員のプライバシーに対応するための仮眠室等の
個室化も行いました。
　北本消防署は、災害活動の拠点としての機能強化を図るとともに、今後も住民の皆様の安心・安全を守ってまい
ります。
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全国統一防火標語

おうち時間
家族で点検
火の始末

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

T
ツイッター

witter

https://www.
ken-o.or.jp/

北本消防署庁舎大規模改修工事完了

男性用仮眠室等

女性用仮眠室等

埼玉県央広域事務組合

2010年12月
12Vol. 

　鴻巣北中学校の2年生10人が、9月15日から17日までの3日間、鴻巣消防署において「中学生社会体験チャレン
ジ事業(職場体験)」を行い、消防隊員の指導のもと、放水訓練や座席懸垂降下訓練、普通救命講習など各種訓練
等を体験しました。
　訓練を体験した生徒の皆さんからは、『3日間とても貴重な体験ができました』『この体験を通して学んだこと
をこれからの学校生活に生かしたい』といった感想が寄せられました。

中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました

▲訓練礼式▲ＡＥＤを使用した普通救命講習

▲訓練塔からの座席懸垂降下訓練

▼放水訓練

埼玉県央広域事務組合

2011年6月
13Vol. 

　この度の震災により、全国の消防本部から緊急消防援助隊が被災地へ派遣され、救助活動等が行われました。
　埼玉県央広域消防本部からは、消火部隊、救助部隊、救急部隊及び後方支援部隊が、岩手県陸前高田市で救助
活動及び救急搬送等を行いました。また、福島県本宮市へも救急部隊を応援派遣しました。

東日本大震災により被害を受けられた皆様に、心からお見舞い申し上げます。東日本大震災により被害を受けられた皆様に、心からお見舞い申し上げます。東日本大震災により被害を受けられた皆様に、心からお見舞い申し上げます。

緊急消防援助隊出発式

被災地で活動した車両

岩手県陸前高田市での活動

埼玉県央広域事務組合

2011年12月
14Vol. 

　９月10日にとりせん北本店駐車場、10月１日にマミーマート桶川坂田店駐車場で「消防・救急フェア」を開催し
ました。この「消防・救急フェア」は、消防職員と住民の皆さんが交流することで、消防や救急に関する知識を高
めていただくために開催したものです。会場では、火災予防、応急手当、消火器体験、消防車両展示等のコー
ナーが設けられ、多くの皆さんに参加いただきました。

消防・救急フェアを開催しました消防・救急フェアを開催しました消防・救急フェアを開催しました

埼玉県央広域事務組合

2012年6月
15Vol. 

　鴻巣消防署では、平成24年4月24日にエンゼル幼稚園において「ぼうさいダック」を活用した防災教育を実施し
ました。火事などの災害から日常に潜む危険な場面に遭遇した時を想定し、子どもたちが実際に体を動かし、声を
出して遊びながら身を守る「最初の第一歩」として楽しく元気に学ぶことができ、子どもたちからは「楽しかっ
た」と大きな声が返ってきました。
　これからも、子どもたちに安心・安全の最初の第一歩を楽しく学んでもらえる防災教育や防災訓練を実施してい
きます。
※「ぼうさいダック」は、（社）日本損害保険協会が防災教育活動の一環として制作した幼児向け防災教育用カードゲームです。

ぼうさいダックを活用した防災教育ぼうさいダックを活用した防災教育ぼうさいダックを活用した防災教育

(1)県央だより2012年12月

埼玉県央広域事務組合

2012年12月
16Vol. 

　９月12日から14日までの３日間、鴻巣消防署において、鴻巣北中学校の２年生９人による「中学生社会
体験チャレンジ事業（職場体験）」が実施され、消防隊員や救急隊員の指導のもと、警防活動訓練、救助
訓練、普通救命講習など各種訓練等が行われました。
　救助訓練では、安全の確保を十分に行い、訓練塔を使ってロープブリッジ渡過訓練や、座席懸垂降下訓
練を体験しました。

中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました

埼玉県央広域事務組合

2012年12月
16Vol. 

　９月12日から14日までの３日間、鴻巣消防署において、鴻巣北中学校の２年生９人による「中学生社会
体験チャレンジ事業（職場体験）」が実施され、消防隊員や救急隊員の指導のもと、警防活動訓練、救助
訓練、普通救命講習など各種訓練等が行われました。
　救助訓練では、安全の確保を十分に行い、訓練塔を使ってロープブリッジ渡過訓練や、座席懸垂降下訓
練を体験しました。

中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました中学生社会体験チャレンジ事業が実施されました

埼玉県央広域事務組合

2014年６月
19Vol. 

　埼玉県央広域消防本部では、平成23年度から消防救急無線のデジタル化に取り組んでいます。平成
25年12月、北本消防署に高さ30ｍの無線鉄塔が完成し、平成26年10月より全面運用開始を目指して
います。これにより管内全域をカバーすることができ、地域住民の大規模災害への不安が高まる
中、住民生活の安心・安全を確保するために活用していきます。

平成２６年度全国統一防火標語

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

埼玉県央広域事務組合

2014年12月
２0Vol. 

　埼玉県央広域消防本部では、北本消防署北本東分署新築工事が完了し、平成26年８月21日から新庁舎
（北本市宮内７丁目240番地）において業務を開始しました。
　新庁舎は、多種多様化した災害に対応するため、訓練施設を併設し、住民の安心安全を確保する拠点と
なるとともに、屋上には、太陽光発電設備を備え、環境にも配慮した建物となっています。

平成２６年度全国統一防火標語

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

埼玉県央広域事務組合

2015年６月
21Vol. 

　平成27年４月１日、鴻巣消防署に「高度救助隊」を発足しました。高度救助隊は、14名の隊員で編
成されており、従来の救助器具に加え、新たに５種類の高度救助用器具を配備し、的確かつ高度な技
術で早期に震災等の大規模災害に対応することが可能となりました。詳細は、埼玉県央広域消防本部
ホームページに掲載しています。（http://www.ken-o.or.jp/firehead/）

平成２７年度全国統一防火標語

無防備な　心に火災が　かくれんぼ

埼玉県央広域事務組合

2015年12月
22Vol. 

　平成27年9月4日（金）、首都圏中央連絡自動車道（桶川北本IC外回り）において、埼玉県警察本部
主催のもと、「多重事故初動対応訓練」が実施され、当消防本部も参加しました。
　全線開通に向け、各関係機関より総勢約160人が参加し、災害の発生に対して被害を軽減及び最
少とするため、各関係機関との連携強化を図りました。

平成２７年度全国統一防火標語

無防備な　心に火災が　かくれんぼ

埼玉県央広域事務組合

2016年 6 月
23Vol. 

　屈折はしご付消防ポンプ自動車（鴻巣消防署・平成28年4月配備）
　この車両は、20ｍ級のはしご車で、消防ポンプ、電動放水装置及びリモコンカメラを搭載し、当
消防本部管内（鴻巣市・桶川市・北本市）の中高層建物火災などに出動します。はしご部分が屈折
し、目標地点への素早いアプローチ、狭い道路への進入や住宅密集地での災害活動が容易になり、
機動力を発揮するはしご車です。

平成28年度全国統一防火標語

消しましょう　その火その時　その場所で

埼玉県央広域事務組合

2016年12月
24Vol. 

　平成28年9月1日（木）、第37回九都県市合同防災訓練（中央会場）が、さいたま市大宮区（三菱
マテリアル㈱隣接地）において、さいたま市主催のもとに実施されました。
　当消防本部からは、救助工作車、救急車、人員搬送車が参加し、各関係機関との連携強化を図り
ました。

平成２８年度全国統一防火標語

消しましょう　その火その時　その場所で

埼玉県央広域事務組合（組合市　鴻巣市・桶川市・北本市）

2017年6月
25Vol. 

平成２9年度全国統一防火標語

火の用心　ことばを形に　習慣に

水槽付消防ポンプ自動車
（鴻巣西分署・平成２９年３月配備）
　この車両は、水１，５００リットルを積載し火災などの
災害に迅速に対応します。また、装備の軽量化や資機
材の機能が向上した車両です。

高規格救急自動車
（桶川消防署・平成２９年３月配備）
　この車両は、救急救命士や救急隊員により、高度な
処置が行える資機材（除細動器・心電図モニター・自
動式人工呼吸器など）を装備した車両です。

災害対応多目的車
（北本消防署・平成２９年３月配備）
　この車両は、消火活動及び救急救助活動などに対応
するため、車両の脱着装置により、必要なコンテナ（水
槽・資機材コンテナなど）を積載し搬送する車両です。

埼玉県央広域事務組合（組合市　鴻巣市・桶川市・北本市）

2017年12月
26Vol. 

　平成29年度の新規採用職員12名に対し、火災時における放水要領や各種資器材の取扱い、意識呼
吸の無い人に行う心肺蘇生法など、実災害に迅速に対応できるよう、消防業務上必要な基礎知識、
技術の習得を目的に研修を実施しました。
　本研修を修了した職員は、組合市内の各消防署・分署において、更なる消防技術と知識の研鑽に
努めながら、即戦力として勤務しています。

平成２9年度全国統一防火標語

火の用心　ことばを形に　習慣に

県央だより広
報
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第43回九都県市合同防災訓練（北本総合公園）

　九都県市（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横浜市、
川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市）では大地震の
被害を最小限に食い止めるため、毎年合同で防災訓練を
実施しています。
　令和４年度の埼玉県の九都県市合同防災訓練は、８月
28日(日曜日)に北本市で開催されました。

管理者就任のごあいさつ
埼玉県央広域事務組合
	 管理者　　並

なみ

　木
き

　　正
まさ

　年
とし

　管内住民の皆様には日頃より消防事業に対し、深いご理解とご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。
　さて、私は８月１日より鴻巣市長に就任するとともに、本組合の第３代管理者として就
任することとなりました。
　本組合の管理者に就任いたしましたこと、責任重大であると痛感いたしております。
　管内住民の安全で快適な生活の向上を目指し、災害対応のより一層の強化、充実を図り、
また、県央みずほ斎場につきましては、人生の終焉の場としてふさわしい施設環境の維持
を図るべく微力ながら努力していく所存でございます。
　管内住民の皆様には、より一層のご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。

県央だより広
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全国統一防火標語

火を消して
不安を消して
つなぐ未来

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

T
ツイッター

witter

https://www.
ken-o.or.jp/

助けたい想いがある
県央だより広

報

埼玉県央広域事務組合
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全国統一防火標語

火を消して
不安を消して
つなぐ未来

埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」
の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

X （旧 Twitter）

https://www.
ken-o.or.jp/

北本消防署
令和５年１０月配備

桶川消防署桶川西分署
令和５年１０月配備

３０ｍ級のはしご車で
マンションなどの中高
層建物の災害に迅
速に対応します。

救急救命士や救急隊員によ
り、高度な処置が行える資
器材（除細動器・心電図モニ
ター・自動式人工呼吸器な
ど）を装備した車両です。

新しく配備された消防車両を紹介します
はしご付消防ポンプ自動車 高規格救急自動車

はしご付消防ポンプ自動車はしご付消防ポンプ自動車
操作訓練中操作訓練中 助けたい想いがある
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埼玉県央広域事務組合
埼玉県の中央に位置する、「鴻巣市」「桶川市」「北本市」

の３市から組織されており、消防業務及び斎場業
務を行う地方公共団体（一部事務組合）です。

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

https://www.
ken-o.or.jp/

検索

ホームページ X（旧T
ツ イ ッ タ ー

witter）

令和６年４月から埼玉県央広域消防本部ホームページ
及び組合市のマイナポータル・ぴったりサービスから
電子申請が可能になりました。ぜひご利用ください。
（QRコードより）※詳細は４ページをご参照ください。

電子申請が可能になりました

⃝防火管理に関する書類
⃝防災管理に関する書類
⃝消防用設備に関する書類

ホーム
ページが
リニューアル
されました

荒川での水難救助訓練の様子

『守りたい  未来があるから  火の用心』
= 全国統一防火標語 =

９．28　消防・救急フェア実施

　９月28日（土）北本市のヘイ・ワールド駐車場におい
て「消防・救急フェア」を開催しました。消防車両の展
示や火災予防の広報を行ったほか、応急手当や煙体験の
コーナーには多くの方のご参加をいただきました。災害
への備えの大切さを学んでもらうとともに、消防行政へ
の理解を深めていただく機会となりました。

県央だより広
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　令和５年６月から行っていた鴻巣天神分署庁舎建設工事が令和７年３月２４日に完了しました。工事期
間中は、近隣の皆様をはじめ、多くの方々にご理解・ご協力いただき誠にありがとうございました。
　新庁舎は、感染症流行時においても消防力を維持・確保できるよう、仮眠室及びシャワー室の個室化、
救急消毒室を整備するなど、万全な感染症対策を講じています。また、屋上に放水壁や訓練用連結送水
管を設置し、機能性、利便性を高めた庁舎となっています。

待望の新庁舎が完成待望の新庁舎が完成

県央だより広
報
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仮眠室を完全個室化

トレーニング室の設置

女性職員が宿直勤務できる設備

救急消毒室の設置

放水壁

大規模延焼（強風下）火災を想定した大量放水訓練大規模延焼（強風下）火災を想定した大量放水訓練
コンクリートミキサー車の補水・給水訓練コンクリートミキサー車の補水・給水訓練

　埼玉県消防学校屋外訓練場を会場とし、強風下における大規模火災発生時の大量放水要領の習得や
各種放水資機材の使用方法、放水量などの検証を行いました。
　また、管内コンクリートミキサー車の所有事業者２社協力のもと、火災で使用した防火水槽の水不
足に対応するため、当該車両による、防火水槽への補水・給水訓練を実施しました。
　本訓練を実施し、災害時における対応能力の向上、関係事業者との連携強化が図られました。

（株）鈴木生コン

（有）中村砂利店

県央だより広
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組合発足30年
平成8年4月に三市一町一村による共同事務開始



※構成比は小数点以下第２位を四捨五入しているため合計しても100にならない場合があります。

（2） 県央だより 2026年6月

国・県支出金（補助金） 2千円（ 0.0%）
使用料及び手数料（行政財産使用料、危険物検査の手数料など） 1,888千円（ 0.0%）
財産収入（各基金の預金利子など） 871千円（ 0.0%）
繰入金（財政調整基金からの繰入金） 216,527千円（ 4.0%）
繰越金（前年度からの繰越金） 6,000千円（ 0.1%）
諸収入など 1,368千円（ 0.0%）
組合債（消防車両整備などで借り入れる地方債） 1,056,100千円（19.3%）

分担金及び負担金（各組合市からの負担金）
4,185,030千円（76.5%）

消防費（消防職員の人件費、車両の購入費など消防、救急、救助業務に要する経費）
4,796,765千円（87.7%）

議会費（議員報酬、行政視察の経費など） 10,553千円（0.2%）
総務費（特別職等の人件費、事務機器の経費など組合運営に要する経費） 87,773千円（1.6%）
斎場費（各組合市負担金などを斎場特別会計に繰り出す経費） 133,202千円（2.4%）
公債費（借り入れた組合債の償還に要する経費） 435,493千円（8.0%）
予備費 4,000千円（0.1%）

財産収入（基金の預金利子）           　　　   1,041千円（ 0.4%）
繰入金（一般会計からの繰入金）　　　   137,602千円（50.2%）
繰越金（前年度からの繰越金）　　　　　   1,000千円（ 0.4%）
諸収入                                       　　　　　　5,707千円（ 2.1%）
組合費（県央みずほ斎場大規模改修事業で借り入れる地方債）39,600千円（14.4%）

予備費　3,000千円（1.1%）

歳 入歳 入

使用料及び手数料
（火葬室や式場の使用料など）
89,286千円（32.6%）

歳 出歳 出

歳 入歳 入
事業費（斎場の維持管理・運営など）

271,236千円（98.9%）

歳 出歳 出

 一般会計

斎場特別会計

当初予算 54億6,778万6千円

当初予算 2億7,423万6千円

　令和８年度一般会計及び斎場特別会計歳入歳出予算が、2月16
日に開会された組合議会定例会で可決されましたので、その概要
についてお知らせします。� 問合せ／総務課☎048-597-2001

令和８年度 組合予算の概要

令和７年11月定例会提出議案 結　　果
埼玉県央広域事務組合職員等の旅費に関する条例等の�
一部を改正する条例 原案可決

製造請負契約の締結について 原案可決

公の施設の指定管理者の指定について 原案可決

令和７年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第３号） 原案可決

令和７年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算
（第１号） 原案可決

令和６年度埼玉県央広域事務組合一般会計決算認定について 認　　定

令和６年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計決算認定
について 認　　定

令和８年２月定例会提出議案 結　　果
埼玉県央広域事務組合議会の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

埼玉県央広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 原案可決

埼玉県央広域事務組合火災予防条例の一部を改正する条例 原案可決

令和７年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第４号） 原案可決

令和７年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算
（第２号） 原案可決

令和８年度埼玉県央広域事務組合一般会計予算 原案可決

令和８年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計予算 原案可決

　令和７年11月定例会が11月11日（火）に、令和８年２月定例会が２月16日（月）に開会されました。
　提出議案とその結果は、次のとおりです。

組合議会（定例会）の報告組合議会（定例会）の報告

� 問合せ／総務課☎048-597-2001



県央ひろば
新人消防職員の紹介新人消防職員の紹介

　令和８年４月１日に埼玉県央広域消防本部に採用された９名の
新人消防職員は、未来を担う消防士としての第一歩となる採用時職
員研修（約２週間）を修了しました。

　地域住民の皆様の期待に応えることのできる一人前の消防士に
なるため、日々、体力・精神力・技術の向上に努めてまいります。
　精一杯頑張っていきますので、地域住民の皆様、これからよろし
くお願いいたします。

令和８年度埼玉県央広域消防本部新規採用職員一同　

高機能エアーテントを更新配備しました高機能エアーテントを更新配備しましたトイレカーを配備しましたトイレカーを配備しました

　令和８年２月４日（水）に秩父市浦山地内
で発生した林野火災に伴い、埼玉県下消防相
互応援協定に基づき、当消防本部から消火小
隊が、応援出動しました。
　令和８年２月７日から２月13日までの間、
１次派遣隊から６次派遣隊まで８隊計30名
の隊員が、火点検索、消火活動及び警戒活動
を行いました。

（鴻巣消防署・令和８年３月配備）（鴻巣消防署　令和８年２月運用開始）
　総務省消防庁の無償使用資機材として配備しているエアーテントが、高
機能型として再貸与されたことから、令和８年３月から運用開始しました。
　このエアーテントは、冷暖房装置を完備している他、LED式蛍光
灯、寝袋、発電機等を備えており、緊急消防援助隊として出動する
際や、多数の傷病者が発生した時に拠点となる施設になります。

　支援車（トイレカー）は支援バスとともに出動し、火災等
長時間におよぶ災害に際し、職員が継続的に活動できるよう
にするため、配備したものとなります。
　このトイレは２つの個室に区切られており、２名同時に使
用できることができます。

　令和７年の火災件数は、87件でした。火災原因別に見ると、去年に引続きたき火・焼却が
原因となる出火が多く見られました。たき火などは、風の強い日や乾燥しているときは、行わ
ないようにしましょう。

令和7年火災・救急・救助の件数について令和7年火災・救急・救助の件数について

� 種別
市別 建物 車両 その他 合計
鴻巣市 14 2 28 44
桶川市 12 3 12 27
北本市 9 7 16
合　計 35 5 47 87
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� 種別
市別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
鴻巣市 4,571 349 907 892 6,719
桶川市 3,112 253 671 422 4,458
北本市 2,646 203 634 618 4,101
その他 11 11 0 3 25
合　計 10,340 816 2,212 1,935 15,303

救
　
急
（件）

� 種別
市別 交通事故 火災 水難 その他 合計
鴻巣市 17 14 1 125 157
桶川市 5 12 0 54 71
北本市 5 7 3 59 74
その他 1 0 0 0 1
合　計 28 33 4 238 303

救
　
助
（件）

※令和７年の救急出動件数は、15,303件であり
　過去最多でした。

秩父市林野火災に秩父市林野火災に
応援出動しました応援出動しました

（3）県央だより 2026年6月



◆消防職員を募集します…募集受付時期：令和８年８月頃
試 験予定日：令和８年９月頃
採 用予定日：令和９年４月１日

◆採用説明会の開催……… 開 催 予 定：令和８年７月頃

詳細については、7月頃、市広報紙、埼玉県央広
域消防本部ホームページ（https://www.ken-o.
or.jp/guide/staff-recruit/）及びＸ（＠SAITAMA_
KENO）にてお知らせする予定です。

◆◆◆◆ 令和 令和99年度年度 消防職員募集消防職員募集 のお知らせ のお知らせ ◆◆◆◆

� 問合せ／消防総務課☎048-597-2002

　　　　　　　　　   「低圧進相コンデンサ」から出火する火災が、
　　　　　　　　　   気温が高い時期から高温が続く９月にかけて多発します。

「低圧進相コンデンサ」の火災を防ぐために
●機器を使用しない時はメインブレーカーを切り、「低圧進相コンデンサ」に電圧がかからないようにしましょう。
●特に昭和50年（1975年）以前に製造された製品には保安装置が内蔵されていないため被害が拡大する危険性があります。
●一般社団法人日本電気工業会では、「低圧進相コンデンサ」の
　更新推奨時期を10年としているので、点検又は交換をお願い
　します。

※「低圧進相コンデンサ」とは
　　モーターで稼働する設備等の電気機器の消費電力を抑える
　　機器で、工場や店舗等で配電盤等に設置されています。 問合せ／予防課☎048-597-2004

火 災 予 防火 災 予 防

「低圧進相コンデンサ
  からの火災 」

「低圧進相
コンデンサ」

0 50 100 150 200

【 高齢者 】
満65歳以上の者

【   成人   】
満18歳以上 65歳未満の者

【   少年   】
満7歳以上 18歳未満の者

【 乳幼児 】
生後28日以上満 7歳未満の者

年齢別の搬送者

　夏が近づき、気温が上昇する日が続いてお
ります。
　令和７年５月から１０月までの間、当消防本
部管内で２７５人（６５歳以上が１６４人）が暑
さによる体調不良（熱中症など）により救急車
で搬送されました。
　炎天下でのスポーツや作業はもちろんの
こと、屋内でも熱中症にかかる危険性があ
ります。めまいや吐き気、体のだるさなどが
あったら熱中症のサインです。
　また、マスクを着用していると熱がこもりや
すく、喉の渇きに気づきにくいことがあります。

熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう

�問合せ／救急課☎048-597-2119

直ちに水分補給や涼しい場所への移動が重要です。
不安を感じたならば、救急車を要請してください。

スポーツ
ドリンク

経 口
補水液

1名（0.4%）

26名（9.5%）

84名（30.5%）84名（30.5%）

164名（59.6%）164名（59.6%）

（4） 県央だより 2026年6月

停電時の119番通報についてのお知らせ停電時の119番通報についてのお知らせ
　停電時の際、商用電源（コン
セントから電源をとるもの）を使
用する電話機、ファックス等は、
使用できなくなる可能性があり
ます。

１１９番通報する際は、
携帯電話や公衆電話等を

利用してください。

ご利用できる
可能性のあるもの

ご利用できない
可能性のあるもの

⃝公衆電話 ⃝光電話を使用した電話
⃝ADSL回線を利用した電話
⃝CATV回線を使用した電話
⃝ISDN

⃝アナログ電話
※�商用電源を使用す
る電話機でご利用
の場合

⃝携帯電話
※�周辺の基地局などに
障害が発生した場合
はつながらなくなる
可能性があります

⃝アナログ電話
※�商用電源を使
用しない電話
機でご利用の
場合 問合せ／指令課☎048-595-1191

〜緊急時のために〜
詳しくは、埼玉県央広域消防本部
ホームページをご覧ください。
https://www.ken-o.or.jp/firehead/
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